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広島大規模土砂災害～沖積錐の都市化と被災の関係
Relations of urbanization and the suffering of the alluvion drill,on large debris disaster of
Hiroshima
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平成 26年 8月 20日未明に発生した広島市における大規模土砂災害では、平野部に近接する急峻な山地から同時多発
的に多数の土石流が発生し、主に太田川下流部の谷沿いに面した山麓を縁取るように形成された緩斜面上の住宅地に氾
濫して、大きな被害をもたらした。
広島地方は平地が少なく、中国地方特有の定高性のある山地が広がっている。平地には比高 300ｍ～700ｍの急峻な

山地が近接しており、山地から流下する数多くの谷の出口には傾斜が 3°～20°の緩斜面が形成されている。平地に乏し
い広島郊外では、この緩斜面上が住宅用地として盛んに開発されつつある。
しかし、災害後に航空機搭載型レーザプロファイラによって作成した精密な地形モデルによれば、緩斜面の多くは段丘

の発達がほとんどみられない極めて新鮮な堆積面から形成されている、沖積錐であることが明らかとなった。このこと
は、緩斜面上は現在も堆積作用が継続する場であり、土石流の流下及び堆積が頻繁に発生していることを示唆する。事
実、砂防学会が作成した今回の災害での土石流の流下・堆積範囲は、おおむね傾斜が 3°～20°の範囲に重なり、また犠
牲者の発生した場所の多くは、谷出口に近い傾斜 7°以上の緩斜面上であった。また、土石流の流下区間の平均勾配が 10
°以上、土石流堆積区間が 3°以上とされることとも整合する。
広島地区においては、過去にも、平成 11年 6月 29日に発生した大規模土砂災害などで、同様の地形場に開発された

住宅地において大きな被害を受けている。そこで、基盤地図情報数値地形モデルを用いて、広島市周辺の傾斜が 3°以上
20°未満の領域を抽出した。その結果、市内の広範囲にわたって、沖積錐上や造成により形成された緩斜面上に、傾斜
が 3°以上 10°未満、10°以上 15°未満、15°以上の領域を抽出することができた。これらの領域に人口集中区域を重
ねたところ、広島市郊外には土石流流下区間・土石流堆積区間に相当する傾斜を有する斜面上に、広く開発が進んでい
ることが改めて確認された。
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